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浦添市立 浦西 中学校 知名恵子 

[ 要 約 ] 

本研究は、 合唱活動において、 生徒が自ら感じ、 考え、 豊かな表現ができるよ う 、 歌唱表現の指導を 工夫 

しょうとするものであ る。 

グループ活動に、 楽曲のイメージを 捉えふくらませ、 表現の工夫をするイメージ 作りの場を取り 入れるこ 

とにとり、 表現力を高め 主体的に学習する 生徒への変容を 目指した     

ぞの結果、 自ら考えて活動する 場面が増え、 生徒の自由な 発想や表現ができるよ う になり、 楽しく生き生 

きと学習活動に 取り組むようになった。 

口合唱活動 コ イメージ作り 口 表現の工夫 ログループ活動 口歌唱技能 

八 

1  テーマ設定の 理由 

生徒の周りには、 マスメディアの 著しい発達によ 

り、 常に様々な音楽情報が 流れ込んでくる 状況があ 

る。 クラシックやポップス、 ドラマの主題歌やテレ 

ビのコマーシャルに 流れるメロディ 一に至るまで、 

幅広いジャンルの 音楽が 、 好きな時に 、 好きな方法 

で楽しめるようになった「 このような環境にあ る 生 

徒 たちの音楽的嗜好・ 価値観は多様 4% している。 音 

楽が止り身近になり、 生徒たちの興味・ 関心が高く 

なっている一方、 音楽的な能力が 身についていない 

状況も見受けられる。 例えば、 耳から覚えることに 

， 賈 れているためか、 メロディーを 覚えるのは早いが、 
ノ " 
楽譜を見て歌うことは 不十分で不得手であ る。 好き 

なアーティストの 曲を繰り返し 聞き、 模倣して歌う 

ものまね的歌唱は 上手だが、 自らの表現には 至って 

いない等。 生涯にわたって、 音楽を愛好する 心を培 

っていくためには、 自ら表現を工夫する 態度や能力、 

音楽ずるための 基礎的・基本的な 能力の育成が 必要 

であ る。 

中学校音楽科・の 目標は、 「表現尺 ぴ 鑑賞の活動を 

年 )  「歌詞の内容や 曲想を味わい、 曲にふさわし い 

表現を工夫すること」 ( 第 2 . 3 学年 ) が示されて 

いる。 生徒に音楽表現の 豊かさや美しさを 感じ取ら 

せるために、 教師が教え込むのではなく 生徒自身が 

楽曲の良さを 感じ取り、 考え、 表現の工夫ができる 

ような指導が 求められている。 

これまでの自らの 授業を振り返ってみると、 一斉 

指導や、 グループ活動等の 学習形態の工夫を 試みな 

がらも、 表現活動においては、 教師の考え方や 感じ 

方が中心になり、 生徒が課題意識を 持たない学習に 

なりがちであ った。 そのため、 生徒の工夫や 発想が 

生かされない 表現や楽曲の 理解が不充分などの 課題 

を 生み出す結果になっていた。 

「生き生きと 表現する合唱活動」は、 生徒が自ら 

感じ、 考え表現できる 二とだと考える。 このような 

合唱活動を創り 出すためには、 なによりも音楽する 

ことは楽しいと 生徒に感じさせることが 大切であ る。   

自らの表現が 出来たとき、 合唱する楽しさや 音楽 す 

る 楽しさが味わえるであ ろう。 

以上のような 考えに基づき、 Ⅱイメージ作りの エ 

通して、 音楽性を伸ばすとともに、 音楽を愛好する 

心情と音楽に 対する感性を 育て、 豊かな情操を 養 う 

こと」が掲げられている‥ 

表現の領域における 歌唱指導では、 「歌詞の内容 

や曲想を感じ 取って、 表現を工夫する。 」 ( 第 1 字 

夫 」 「表現力を高める 工夫」の手だてを 行 う ことに 

・より、 自分たちの工夫や 発想による表現ができ、 意 

欲的・主体的な 字音態度が育つのではないか、 と考 

え木 テーマを設定した。 

一 l 一 る 「 り 



Ⅱ 研究の目標 

自ら感じ、 考えて表現する 合唱活動をめざし、 イ 

メージを捉え、 ふくらませ、 伝えることができる 表 

現についての 指導を工夫する。 

皿 研究の仮説 

1  基本仮説 

合唱における 表現活動を活発に 行 う 場を設定し 、 

生徒一人一人の 表現活動に適切な 支援をし、 表現 

意欲を高揚させることにより、 自ら感じ考え 表現 

する力を育成することができるであ ろう。 

2  作業仮説 

(1) 楽曲のイメージを 絵画や言語等で 表現する イ 

メージ作りの 場を合唱活動に 取り入れることに 

より、 自分の思いやイメージを 広げることがで 

き、 表現する意欲が 高まるであ ろう。 

(2) 練り上げたイメージを 発表する場の 設定や歌 

唱表現の工夫を 図ることにより、 イメージ豊か 

に歌 う 意欲が高まり、 「曲想を感じ 取る・味わ 

う」ということを 体得できるであ ろう。 その 結 

果 、 基礎的・基本的事項や 読 譜 についての学習 

の必要性を感じ 取ることができ、 表現する力が 

育っであ ろう。 

W  研究の構想 図 

生き生きとした 合唱 
  

自ら感じ取って 歌える生徒 
  

くく表現の工夫ノ ン 

仮説 1  イメージ作りの 工夫 

0 主体的に聴く 
0 イメージをふくらませる 
0 イメージしたことを 表現する 

仮説 2  表現力を高めるための 工夫 
0 発表の場の設定 
0 基礎的・基本的事項の 理解 
0 和声感・ 読 諸力 め 育成   

  

くく 課 題 ノ ン 

0 生徒の工夫や 発想が生かされていない " 

0 楽曲の理解が 不十分であ る 
0 自分の パ一 トを 歌いながら、 他のパート と 

の 関わりを感じ 取ることが不十分であ る 

図 ]  研究構想 図 
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(1) 基本的な考え 方 

昔はなにもしなくても 自然に耳に入ってくる。 一 

音楽もただ漠然と 聞いている状態から、 意識を 

集中させて聴き 入る状態までさまざまであ る。 

BGM のような「ながら 聞き」ではなく、 楽曲 

からイメージをふくらませるために、 意識的に 

「聴く」という 活動の手だての 工夫が必要であ 

る。 つまり、 ただ何となく 聴いている状態から、 

積極的に「聴く」ことへ 変える手だてであ る。 

そのことにより、 「楽曲のイメージをふくらま 

せる」ことができ、 さらに「自分の 思いを伝え 

る表現」へと、 導くことができるであ ろう」 
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(2) 聴くための手だて 
        

丘 

ナ 

      

@  曲から受ける 印象は、 各自それぞれに 遠いがあ る。 一人一人が主体的に「聴き」、 イメージすること @ 

@ ができるよ う 「意識して聴く」ための 三つのパターンを 試みた。 最初に、 ピアノによるメロディー 演奏 @ 
  

      を聴く。 次に、 ピアノ伴奏を 聴く。 さらに、 歌詞を朗読し、 それぞれから 感じたことを 書き出していく       

@ 方法であ る。 音楽が苦手な 生徒でも、 イメージを捉えることに 抵抗なく取り 組めるであ ろう。 
    

  

      

      

  

  
    

@  ①メロディー 

  
  

    

    

    

    

  

  

  

    
    

  
      
  

  

  

        歌詞の内容 図 2  聴くための手だて   

    

    

    
  

く ワークシートより ノ i . 励ます感じ ・青春の輝き   

①メロディーから 受けた印象・ -----.-.-----.-   : . 少年を白い鳥に 例え世界に飛び 出す感じ : 

        ・自分の道を 自由に歩んでいく   

! . きれい・           3 名   

  
      ・少年の日を 自分だけのものにした 感じ           !. やさしい感じ・・ 9 名   

  

i . 楽しい感じ・・・ 2 名 
  

    

  

く 分析と考察 ノ 
      ・明るい感じ・・・ 2 名 

  メ O ロディーからイメージすることは、 予想以 
      ・落ち着いた 感じ   

  上に難しかったよ う で、 無回答の生徒もいた       

        静かな感じ 
  

  0  伴奏の変化については、 大多数の生徒が 気づ     

! . 今から飛ぶ ぞ 、 という感じ     
            一 -.-. 一 ・・ 一 - 一・一 * 一 - 一 ・・ ------ 一 ・ --- 一 ---. 一 ．・ 一 ---- 一． - 一 ・Ⅰ いていて、 その変化から 曲の雰囲気を 感じ取っ 

  

    ている。 しかし、 イメージをふくらませる 段階 
    ・だんだん盛り 上がってくる 感じ・・ 9 名     

  には至っていない。 
        ・楽しい感じ・・・ 6 名 

  

  
  0  歌詞の内容から 受けた印象は、 具体的な場面 

    ・だんだん激しくなっていく 感じ・・ 4 名     
  

  や 情景が書けていて、 イメージをふくらませる 
    ・いろいろ変化している・・ 4 名   
    ことがメロディーや 伴奏より容易であ ったこと 
      ・優しい感じ・・・ 5 名   

    がわかる。 
! . 明るい，・・ 2 名   

  

    ・軽やか ・たくましい ・少年と青空     
丁 

  

③．歌詞の内容から 受けた印象                               
  

! 、 少年は夢と希望があ って試練を来り 越えた @ 

; . 今 という時はすべて 君のものという 感じ @ 

  

    

i . 未来は無限大 ・青空は君のもの i. いろんなことに 挑戦し希望を 持っ様子             
      ・自由な感じ ・はばたく様子 

    
  

一 3  - 一 
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(3)  イメージづくりの 手だてと活動の 流れ 

    
" フ ; ノブ / イノブ / イ " フッ イソⅠ / イノブ / Ⅰ ツー ，イソ 47 一， " 

5 

イ 

七寸 

  

0 メロディーを 聴いて感じたことをまとめる 
0 伴奏を聴いて 感じたことをまとめる 
①歌詞を朗読して 感じたことをまとめる 

0 曲から受けたイメージを 出し合う 
( 旋律やリズムの 特徴に気づく ) 
の歌詞から受けた 印象を出し合う 
( 内容やくりかえし・ 呼びかけ等の 特徴とその効果を 知る ) 

  

1 

各自のイメージを 発表し、 それらを話し 合うことで練り 上げ、 グル 
一プ の 共通のイメージとしてまとめる 

効果的な表現方法を 決める 
C 

絵 画   
一名口 舌 Ⅰ 五 口 身体表現 その他 

7 く 

土丁 
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  表 「 

@ ，Ⅰ ノブ ， イ ， イ ， イ ， 丁 ， イ ， イ ， ト ， ノ ，Ⅰ， イ ，Ⅰ 

1 

各バルーブの 発表をもとにして、 クラスの共通のイメージをまとめる 

9 

  
Ⅰ 

ミ品 囚旨ニ ， ; 二 ㌔ こ ，五三石 葱 三 % ㌫Ⅱ 
    I"-"r"-"I"-" 「「 I"J"-"I"J"I"1" 。   

ニ ， ノ Ⅰ イ ，Ⅰ，Ⅰ， 士 ，イノ イ ，Ⅰ， イ Ⅰ Ⅰ 1 

  1  生き生きとしだ 合唱表現 1 
｜ Ⅰ ドフ ，Ⅰ， ヲ ， イ ，Ⅰ，Ⅰ，Ⅰ， フ ， フ ，イノ   

囲
 Ⅰートー ノ @ 

  

グ 

ノン 

  

プ 

活 

動 

  

ノ 

  

Ⅰ 
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(4)  グループ活動の 手順 

山 グループ編成 

ソ ブラ /  (1) . アルト (1) . テノール 

(2) の 4 グループ編成にする。 

  

② リーダーを決める 

Ⅱ 

止 

③ 課題の設定 

宿分たちの表現方法を 工夫しょう 

Ⅰ 

由 話し合い ， ・・練り合い 

@@ 出 

⑤ 発表の準備・ 練習 

    

⑥ 発表・評価 

くくく グループ活動の 効果ノン ノ 

0  互いの良さや 感じ方、 考え方の違いを 認め 

合 う 中で、 表現力や創造力を 豊かにすること 

ができる 

① 他者との関わりの 中から、 自分らしさや 個 

性を育む。 

0  他者の意見を 聞くことにより、 独創的な発 

想 が生まれる。 

0  協調性の育成 
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の音楽の要素は、 記号によって 暗示されている 

(2) 和声感の育成について 

合唱する喜びは、 豊かな響きを 味わうことで 

あ る。 美しく豊かな 響きのあ る合唱は、 和声の 

美しさにあ り、 その和声の美しさの 根源は正し 

い 音程にあ る。 

高音部、 低音部といった 単に旋律の積み 上げ 

の学習にとどまっていると、 縦に響く和音感覚 

への耳がなかなか 育たない。 和声の乱れる 原因 

は、 ほとんどが地声部との 響きの中で起きてい 

る。 そのことを考えると、 他の声部を意識しそ 

の音に耳を傾けること、 そして、 聴きながら自 

分のハートが 正しく歌えるようにするための 練 

習が重要となる。 同時に鳴る昔に 耳をすまし、 

和音に集中する 取り組みを絶えず 繰り返し練習 

することにより 聴 感覚は育っていく。 聴 感覚が 

育ってくると、 和声感が育成されると 考える。 

① 「少年の日は いま 」の和音進行を 用いた和 

声指導 

教材の和音進行を 毎時間の導入で 学習する 

ことにより、 和音の響きを 感じ取ることがで 

き、 合唱を作り上げていく ぅえ でより効果的 

な指導ができると 考える。 「少年の日はいま」 

の冒頭の 8 小節と、 最後の 8 小節の和音進行 

を 用いてハーモニートレーニンバを 行 う     

  

｜ 

Ⅰ I Ⅱ （ 
作曲者や編曲者の 意図を読み取る 手がかりとし 

て機能するものであ る。 しかし、 音楽学習にお 

いて、 それらを知識として 覚えることに 重点を 

置いて指導している 場面が見受けられる。 もと 

もと作曲者のメッセージは 、 作られた 昔そ のも 

のにあ るのであ って、 記号等はそれを 補強する 

た めの一手段であ ることを認識させ、 音楽の中 

②くく学習方法の 流れノ ン ノ 

ア 階名僧 で 各バート音取りをする 

ィ 母音で流れを 感じて歌 う 

ウ 各パートを合わせる 

ェ ハーモニーを 感じながら歌 う 

オ 美しい響きの 声を目指して 歌 う 
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(2) 読譜 指導につ レ ' て 

読譜 指導は、 楽譜を読み、 リズム、 音程を つ 

けながら音楽する 技能を習得していく 過程と、 

楽譜や鍵盤などを 通して、 音階や調性の 機能や 

諸記号を知ろなどの 理解の過程とに 分けられる     

これらの指導は、 合唱教材においては、 合唱 

を 作り上げていく 過程で行われているのがほと 

んどであ る。 つまり、 階名 唱 により、 メロディ 

一 を把握し、 その後、 歌詞唱へと進め 合わせて 

いく方法をとることが 一般的であ る。 

まミた 、 曲想、 をより感じ取るためには、 諸記号 

の理解も重要であ る。 なんのために 楽譜を読ま 

なければならないか、 という目的をはっきりさ 

せ 、 生徒に読譜の 大切さを認識させることが 必   

要であ る。 

①リズム指導 

Uj 楽譜を読み取る 能力 

・音符の読み 取り 

・昔の高低の 読み取り 

0  教材で使われているリズムパターンを 

示し、 読み取り練習を 行 う 。 

②唱法について 

基本的に、 移動 ド 唱法で歌 う 。 自分のバー 

トの階名が読めるようにする。 男声バートの 

階名 唱は、 特に指導を要するため、 バート練 

習の場を効果的に 活用する。 

(4) 発表の場の設定 

0  表現の場を体験するし 

0  互いの良さを 認め合い、 さらに高め合 

3 場とする。 

0) 発表の仕方を 学び、 協力して発表する 

態度を養 う     

0  他者評価・自己評価を 通して自らの 考 

えを深める。 

0  聴く態度を学び、 集団生活のマナーを 

身につげる。 

0  イメージを共有する 場とする。 

3  生徒の実態 く アンケートの 結果より ノ 

(1) 歌 う ことは好きですか。 

人 

        

とても好き 

まあ ， ま友プ 女子 き 

  」 ， 

  ち
 
レ
 Ⅰ
 

は
 
で
 
こ
 
，
フ
 

 
 

勢
 
大
 

と
 
と
 
ブ
甲
 

ぅ
か
 

歌
ず
 

で
で
 

り
き
 

と
好
 

ひ
が
 
ら
 

 
 2
 

 
 

人 

囮           
ひとり 

  
大勢 

  」 ll 

イ 

で
 
・
 

れ
 
レ
し
 

は
 
と
 
こ
 
ん
 
4
 
卜
 
@
 
ム
 

番
 
好
き
 

 
 

で
、
 

中
 
の
 
学
習
 

の
 
楽
 
昔
か
 

）
 
す
 

3
 
 
 

  
    

  

  
(4) 合唱するときに、 特に気をつけていることは 

何ですか 

  人   

        

姿勢 

ノ発 七円 

呼吸 

ハ一ヱ " "" - - 

響き 

詩 0) 内容 

背理 

タ 0 一 6 一 



(5) 気持ちよく歌えたことがあ りますか w  授業実践 

  

        ハ Ⅰ @ 

形万 l  "" 男 「 l 

  

  疹 ""l 男 l                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                Ⅰ 
どちらでも                 

（ 

く アンケートの 分析と考察 ノ 

① 「歌 う ことが好き」 「合唱が好き」という 結 

果から、 歌唱に関しての 意欲や関心の 高さを知 

ることができた。 また、 「好き」と答えた 理由 

では、 「みんなで一緒に 歌 う ことが楽しいか 

ら 」が特に多かった。 これまでの合唱経験が 充 

実していたことをうかがい 知ることができる。 

0  合唱するときに 気をつけていることでは、 

「発声・音程・ 姿勢」が大半を 占めており、 

「歌詞の内容」に 関しては、 男女それぞれ 1 名 

が 回答している。 ニ のことから、 日頃 の教師の 

声かけや指導が、 技能面に偏っていたことが ぅ 

かがえる。 十分反省しなければならない 点であ 

る 。 

0  ' 気持ちよく歌えたことがあ るか」について 

は、 ぽとわ どの生徒が「あ る」と回答している。 

その理由として、 「みんなできちんと 歌えたと 

き「一生懸命歌ったとき」 「きれいな声が 出せ 

オ たとき」等となっている。 

① これらの結果から、 豊かな響き・ 美しいハ一 

モ ニ一に関する 生徒の意識の 低さが感じられる。 

感じる心や耳をもっと 大切にした指導を 心がけ 

たい 」     

4  各段階の評価について 

生徒一人一人の 良さや可能性を 生かすためと、 

自ら 0J 指導方法の改善のため、 各段階での評価の 

あ り方を工夫する 

(1) 毎時間の反省 ( 授業のめあ てをおさえて ) 

形成的評価・・・ 自己評価 

(2) 発表の評価 ( 各バルーフの 良さを見つける ) 

総括的評価・・・ 相互評価 

 
 

～
 
つ
 
よ
 
し
 
現
 
表
 
て
 
せ
 
ま
 
ら
 

<
 
Ⅰ
も
Ⅹ
 

を
 
ジ
 
 
 

メ
 
イ
 

 
 

標
 
目
 

材
導
 

題
指
 

2
 

 
 

(1) 歌詞の内容を 理解し、 豊かな曲想を 感じとる 

ことができる ， 

(2) 混声三部合唱に 親しみ、 意欲的・主体的に 学 

習 する態度を育てる。 

(3) 自ら描いた曲のイメージを、 効果的な方法で、 

発表できる。 

(4) 豊かな響きで 歌 い 合わせる喜びを 味わわせる。 

3  教材 「少年の日は いま」 

作詞 しまなぎさ 作曲 鈴木竹 一 

混声三部合唱 

へ 長調 Mo         I 0 

4  評価の基準 

(1) 音楽への関心・ 意欲・態度 

音楽することへ 関心を示し、 意欲的・主体的 

に 学習活動に取り 組も う としている「 

(2) 音楽的な感受や 表現の工夫 

音楽の諸要素を 理解して、 イメージにあ った 

表現の工夫をしている。 

(3) 表現の技能 

拍の流れにのって、 音程やリズムを 正しく 歌 

ぅ ことができる。 

豊かな響きを 感じて歌 う ことができる。 

(4) 鑑賞の能力 

いろいろと工夫された 表現を感じ取って 聴く 

ことができる。 
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5  指導計画 

第一次 「少年の日はいま」の 曲の雰囲気を 味わい、 おおまかなイメージを っ かむ。 

第二次 音程や響きのあ る声を工夫して、 混声三部合唱ができるようにする。 

第三次 曲の イメージをふくらませ、 表現 (@:L 夫をする。 

第四次 工夫した表現を 生かし、 生き生きと混声二部合唱をする。 

次 時 ね 

・ 範唱テ   

第 おまかな 

  Ⅱ lll 

次 

・拍子や 

2  じ 取り 昔 

ぅ二 とが 

第 
・他の声 

一トな し 

二 3  できる 

次 

・響きの 

声部の旋 

4  かして 泥 

ことがで 

第 ・イメー 

体 的に表 
      5  理解でき 

次 

指
 

一
表
現
力
 
一
 
0
 

一
一
。
 

 
 尊め 

ま 士 

壬 P 

感 

重点 

古訓 -@- 

議日 ，Ⅱ 

カ 

O 

O 

O 

O 

レ
 

ら
 

  が も な 学 習 活 動 評 価 の 観 点 

一ブ を聴き 曲 0% ・ 範唱 テープを聴く 

・ ハ一 ト 別に音取りをする 

・階名 唱 をする 

・歌詞 唱 をする 

・集中して聴く 

。 バート練習に 意 勧 

的に取り組む 

・情景をイメージし 

ながら聴く 

イメージを っ かむ 

ノ
 

 
 

感
 
歎
 

を
て
 

れ
け
 

抗
 
っ
 

め
る
 

ム
気
 
る
 

ス
 

に
き
 

リ
 

程
で
 

す
る
 

を
 
リ
ラ
 

取
歌
 

 
 

 
 一
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Ⅰ
 

ハ
歌
 

 
 

@
 
 
り
 

一
散
 

 
 

的
 

卸
 

亡
息
 

 
 

 
 留
 
む
 

練
組
   音程 が 取れ る
 

  

    

  

  

・積極的にバート 糾 

習 をする 

，他のハードを 聴き 

ながら自分のバート @ 

が正確に歌える 

・バート練習をする 

・各パートを 合わせ旋律の 関 

わりを生かして 歌 う 

S+A, S +T, A+T 

S +A+ T 

 
 

ノ
カ
 

の
と
 

分
こ
 

山
口
 
@
n
 

ノ
 

き
歌
 

聴
り
 

を
か
 

部
っ
 

O
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一
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一
 O
 

・進んで学習する 

・明るい響きの 声。 

気をつけて合唱する 

。 和声感を感じる 

あ る声を工夫し 各 

律 のかかわりを 生 

声三部合唱をずる 

きる 

・ハーモニ一 

声三部合唱を 

混
 
ら
 

 
 カ
 
な
 
じ
 

 
 

目
 （
 が
 

せ
と
 

ま
こ
 

ら
く
 

く
い
 

ふ
て
 

な
 
し
 

ン
現
る
 

，歌詞の内容を 

・イメージを ふ 

・表現すること 

んラ 

め
 
ら
 
っ
 

誘
 
く
に
 

し
 

る
話
 

る
せ
て
 

取
 

ま
い
 

・自分のバートがし 

っかり歌える 

・曲のイメージを 払 

え膨らませることが 

できる 
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（
 

  

次 

  

第 

      

次 

    

第 

四 

次 

  

土寸 ね ら い 

6
 

・ 各バ 

れぞれ 

・課題 

できる 

ループに分かれてそ 

の表現の工夫をする 

に 治 ら た 話し合いが 

ようにする 

7
 

・各バループでまとめたイ 

メージを、 それぞれの表現 

方法で発表するための 準備 

をする 

8
 

 
 

天
表
矢
 

エ
発
工
 

の
ブ
 
の
 

現
 

一
晩
 

表
 

ル
麦
 

歌
 

各
 
て
 

て
 
し
 

し
 

 
 き

る
 
を
 

9
 

・工夫した表現を 生 

合唱ができるよ う に 
し
る
 

か
す
 

  

10 

・ 丁 ・ 失 した表現を生かし、 

生き生きと合唱ができるよ 

うにする 

・混声三部合唱の 美しいハ 

ーモニーを味わう 

お も な 学 習 活 動 

く イメージ作りの 工夫 ノ 

  曲から受けたイメージに っ 

いて話し合う 

  歌詞から受けたイメージに 

ついて話し合う 

・グルーブでまためたイメー 

、 ジを 効果的に表現する 方法な 

話し合う 

・グループ別に 発表の準備を 

進める 

( 例 ) 絵画・ 一二五 口口口口 二 ""  " その他 

，イメージに 沿った歌い方を 

工夫する 

く 各バループの 発表 ノ 

・発表の仕方を 工夫し、 表現 

しだい二とがうまく 伝わるよ 

う に す る 

・良いところや 直した方が い 

いところに気づく 

・各バルーブの 表現の工夫を 

クラスの合唱表現として、 ひ 

とつにまめる 

・美しいハーモニーを 感じ取 

り 楽しく生き生きと 合唱する 

・録音テープを 聴いて学習の 

まとめをする 

指導の重点 

表 和 読 

現 声 譜 

力 感 カ 

O 

  

  O 

  

  O 

  

O 

O O 

O 

0@ 0 

0 0 0 

評 価 0@  観 ， 点 

・グループの 話し合 

  い に積極的に参加す 
  

る 
    ・イメージを 生かし 

    た 表現の工夫をする 

・グループ活動に 進 

んで参加する 

・グループでまため 

た表現の工夫を 生か 

す 

， 進んで発表する 

・表現の工夫を 生か 

して歌 う 

・協力して発表でき 

たか 

・工夫した表現をよ 

り高めようとする 

・曲想を生かして 歌 

う 

 
 

 
 
生きと表現す 

L な 味わう 

を生かして 歌 
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6  授業の 展開 

公
 

①
 

f
<
Z
 

）
 

 
  
 

 
 開授 

導
イ
開
 

指
 
「
 
展
 

業
 
(8/ 

 
 0) 

目標 

メージしたことが 4 元 

指導内容 

1. 考琶声糸 索索 毛穿 

既習 曲 を歌 う 校肋 

導 
- 走 

和声の回   立 @    「 / ・ ，プ 」 

木口唱 

入 2. 不時の日 本 畦 

標 oM 確認   

3.  l 少年の 混声 

日 Ⅰ よ いま」を 

合唱する 

展 4, 表現の工 発売 

夫 

5. 発 表 各ク 

・ イ 

緩 （ 

雨 月 絵と 

・ ユ 

し 7 く 

后 ㌍ 

る 

ま 6. 学習のま 自己 

とめ 

と 

「 / 」 ノ 

め ムロ戸 口Ⅱ 

次 時の予告 

わるような     表現 

日時 平成 ] 

対象 浦添市 

男子 1 8 名・ 

， ができる」 

 
 

学習活動 

ヒ斉 。 昌   

「をのせて」を 

， 年の日はいま 

こ進行を・感じて 

尹の目標を夫 口る 

歌 。 5 

」 の 

歌う 

，三部合唱をする 

きの準備をする 

，ループの発表 

，メージの具体化 

Ⅰ 歌詞・紙芝居・ 

    ことは ) 

: 失 したことを生か 

「歌う 

良 想や意見を発表す 

;; 平価 

， 年の 

ける 

をする 

日は い ま 」 を 

指導上の留意点 
  

伸び伸びと歌 う 

音程， "- モ こ - を意識し 

て歌う 

カードに書いて 掲示 

し生・徒の意識を 高 " め 

る 

他の声部の響きを 感 

じて、 自分のバート 

がしっかり歌える 

各バルーフの 取り組 

み 

発表の仕方を 工夫し 

表現したいことが ぅ 

まく伝わるよさに リー 

る 

良 いところを見つけ 

る 

-
 
つ
ノ
 

で
、
 
成
る
歌
 

達
 

す
て
 
し
 

を
認
 

標
 

確
か
 

日
 

を
生
 

の
か
を
 

特
た
 

想
 

本
き
曲
 

）
組
名
 

同
 
5
6
 

（
年
 3
 

日
 
1
 
計
 

1
 
2
 
校
 

月
 
学
名
 

2
 
中
 
8
 

1
 
面
 
ェ
 

評価の観点、 

積極的に活動に 参 

加する 

協力して発表でき 

たか 

 
 
な
 
と
 

大
こ
 

エ
ラ
 

の
歌
 か
 

現
 
て
だ
 

表
し
き
 

備 考 

ピアノの 周 

りで歌 う 

カード   

伴奏者 

評価の用紙 

評価の用紙 

ノ 
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③ 各バループの 発表より 

「 くく 1 グループノ ン n/1     く く グループノ ン 

Ⅱ 

  

くく 3 グ ループノ ン くく 4 グルーブノ ン 

僕たち 3 グルーブは 、 歌のイメージを 紙芝居にし 僕 ・だち ば 、 この歌から「旅立ち」をイメージし 

ました。 1 番と 2 番の歌詞から 物語を作りそれから ました，みんなで 話し合って、 イメージしたこと 
絵を書きました。 僕たちが表したいことは、 「 夢 」 を 絵 と言葉で表現することにしました。 歌詞の中 
です。 悩みの多い中学生が 、 広い青空や美しい 夕日の「大きな 翼もった白い 鳥」から、 白い千羽鶴 
を見ながら自分の 将来に夢をふくらませる、 というを折ることに 決め、 まだ、 「地球をつっ む 青空」 
スト一 リ 一です。 歌は音程が難しいので、 ち やんとは絵に 書きました。 地球の周りを 白い鳥が飛ぶ 様 
歌えるよ う に気をつけます ，出だしは少し 弱く歌 子で「旅立ち」をイメージしました。 歌は、 くり 
い、 それからだんだん 盛り上げて、 後半は大きく 歎 かえす所をだんだん 大きくし、 最後の「少年の 日 
い たいです     は ～」は一番大きく 歌います 
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(2)  まとめの授業 ( 第四次 9 時 )  1 2 月 2 4 日 

くく授業の流れノ ン 

各バループのキーワードとその 表現 

l 王肝 2 班 3  回 王 4  % 王 

  

 
 

I 四つのキープードから 共通点を見つけよう 

 
 

( 共通点を見つける ) ｜   
｜ 

@  大切なことろ ぱ どこですか l 

( 意見のまとめ ) ｜     

              「 少 ・ 年め ヒヨは いま Ⅰ                                             Ⅰ君だけのもの ョ                         

                                            圧倒的 は 意見 ; り                                                   
｜ 

I 盛り上げて歌 う ・気持ちを込めて 丁寧に歌 う   

｜
 

 
 

l ク レシェン ド して f  f へ 少しゆっくり ヂクげ エンド l 

  

  プ 

  

くく検証授業の 反省会よりノ ン 

① 授業の流れでグループ 活動の場面が 少ない「 

① 四つのキーワードは、 どのようにして 一 つに 

まとめるのか。 

0  指導案の流れが、 きちんとポイントをおさえ 

ていて「表現の 工夫」に結びつけられていた。 

0  イメージをふくらませる 段階で、 和声感・ 読 

譜 指導をどのように 絡めるか． 

0  自己評価の質問項目があ りきたりであ る。 

0  相互評価がとても 良い。 

0  計画した授業時数が 少ないのではないか。 

0  表現ずることの 難しさはあ ったが、 楽しく 取 

9 組んでいた。 

0  生徒の動きが 良く真面目に 取り組んでいた。 

0  座席の工夫が 良かった。 

7  検証授業を終えて 

0  授業計画の第姉次「曲のイメージをふくらま 

せ 表現を工夫する」に 重点を置き取り 組んだ。 

0  「イメージ作り」の 導入であ る 5 時間目は、 

イメージと表現について 理解させることに、 予 

定 より多くの時間を 要した。 

0  発表までの各バループの 活動は、 積極的で楽 

しい雰囲気が 感じられた。 このことは、 自己 評 

価や相互評価・ 生徒の感想からも 知ることがで 

きた。 

0  週 2 時間の授業では、 時間的に厳しさはあ る 

ものの、 生徒の表情からイメージを 捉え、 ふく 

らませる合唱表現の 指導の大切さを 感じた。 

0  目標とする「生き 生きと表現する 合唱」とし 

ては、 不十分であ ったが、 精一杯歌っていた。 

0  一人一人の生徒の「こんなふつに 歌ってみた 

い」 「この方が曲にあ ってる」等の 関心や意欲 

の 高まりを感じた。 

        

表現 め 主夫                                                               
                                                                        合口 酊 ・                                                                                                                     
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" 戸 

W  研究の評価 

Ⅰ イメージと表現に 関する調査より 

(1) ねらい 

① 楽曲のイメージをふくらませることと、 歌 

唱表現について、 生徒の意識を 調査し、 指導 

改善のための 資料にする。 

② 事前・中間・ 事後の結果を 比較し、 その 変 

容を確かめる。 

人
 
6
 

組
 
3
 

5
 

計
 

工
人
 

年
 

8
 

校
 
1
 

学
子
 

中
女
 

西
 
浦
人
 

象
立
 
8
 

村
市
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査
添
子
 

調
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 2
 

 
 

(3) 調査期日 

① 事前 : H l 0 年 1 2 月 7 日 

② 中間 : H l O 年 1 2 月 1 8 日 

③ 事後 : H Ⅰ 0 年 1 2 月 2 4 日 

(4) 結果 

① 事前アンケート 

ア 初めて「少年の 日はいま」を 聴いたとき、 

どんなことを 感じましたか「 ， 
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と
 
 
 
イメージではなく、 「明るい・きれい」等の 答えが 

多い。 

ィ 歌ってみて、 どんなことを 感じましたか。 

l l .l Ⅰ 

47.2% 

招きれ @     発い       Ⅰばらし し   
臼拭 いにぐⅠ     仇 えにくⅤ     辞し     
口昧レ ・やすし   
臼 わからな ト     

2
 
た
 
え
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 た

で
 

じ
面
 

感
能
る
 

を
抜
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気
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て
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等
 
っ
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な
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記
、
ヵ
 

上
で
徒
 

%
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@
 
Ⅴ
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5 1. 4% の生徒が「特に 意識していない」と 回 

答している。 

ェ 聴いている人に、 どんなことを 伝えたい 

ですか。 

3. Ⅰ 折 

34.4X 3 7.5 お 

25 .0 援 

ロまし       Ⅰ @ ト @ め   され @   
日 自分のイメージ [ たこと 」                 

この結果から、 約 3 割の生徒が思いを 表現するこ 

ほ ついて、 捉えていないことがわかる     

一 13  一 9" 



イ
 
の
 
曲
 

ア
  
 

じ
 
通
 
を
 、
   

 
 し
し
 

詰
 
ま
 

ト
 

の
み
 

」
で
 
も
 

ケ
ブ
膨
 

ノ
一
 
。
ニ
カ
 

ア
ル
ジ
 

 
 

ア
 

②
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いいえ 

く く 膨らんだイメージノ ン 
・旅立ち ・希望に燃えている 様子 

・少年が空を 飛びながら遊んでいる 

様子 

・青春・青春時代・ 少年がはぱたい 

ていく 姿 

・夕日・未来への 希望・ 柴 しそ         

強い感じ 

  し
 
現
 
表
 
 
 
 
 
@
n
 
ノ
 

よ
 
の
 
レ
 」
 

を
 
ジ
 
、
 
 
 

メ
 
イ
 

 
 ん
す
 

ら
で
 

 
 イ

 

四明るく 楽 Ⅰ ，ぐ きれ レ     

25.0% ロテ                   歌い方の工夫 
コ イメージカ       伝ナるよッ   

くく回答できた ，・・・ 2 6 名ノ ン 

・明るく・楽しく・きれいな 声で 

・テンボを工夫する・ 歌 い 方を工夫する 

・自分のイメージが 伝わるとうに 歌 う 

くく回答できない・・ 1 0 名ノ ン 

・わからない・まだっかめな い 

つ
 

わ
 
Ⅰ
一
 

ム
 

く
 
ま
 
う
 
ア
目
 

人
 
f
 
@
 

  聴
 

 
 

 
 0
 
 円
ひ
 

た
と
 

 
 

て
 

ウ
 

くく 「はい」の理由 ノ 

・きれいに歌えた・ 間違えずに歌えた 

・ ち やんと歌えた・ 頑張ったから 

・真剣に歌った・ 気持ちを込めて 歌えた 

・歌い方を工夫できた 

くく 「いいえ」の 理由ノ ン 

・大きな声で 歌えなかった 

・上手に歌えなかった 

・声が出なかった 

・伝えるものがない 

・表現したい 所がうまく歌えなかった 

・感清を込めてなかった 

せ 

） 
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③       事後アンケート 

    ま
 
き
 
で
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ん
 

と
 
 
 
う
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め
 
込
 
を
 

 
 
田
ひ
 の
 

分
か
 

自
た
 
し
 

ア
 

 
 

    

  
まあ まあ   

  

まりできなかった 

1 

イ イメージしたことが 表現できました 力 ㌔ 

（ 

あ まりできなかっ 

ウ グループ活動を 通して、 イメージすること 

がわかるよさになりましたか。 

人 

  

ダヰ 

@ ま し Ⅰ 

いい Z- 

くく 「ばい」と答えた 理由ノ ン 

・自分がイメージしていたこと 以外にも、 いろ 

いろなイメージが 出て、 もっとイメージが ふ 

くらんだ 

・歌 う とき歌詞の意味がわかるよ う になった 

・強く歌ったり、 弱く歌 3 所などがわかるよ う 

一 15 一 

になった 

  歌の雰囲気がわかった 

  歌いながら、 イメージが浮かんでくるよ う に 

なった 

  イメージすることができるよ う になった 

    清 景を・思い浮かべるよ う になった 

・感じたり、 考えたりすることができるよ う に 

なった 

， 歌っている人が、 どんな気持ちであ るか考え 

るようになった 

エ 表現することが、 わかるよ う になりました 

か 。 

人 

            
  

はい 
  

  

いいえ 
  

  

徹     

くく 「はい」と答えた 理由ノ ン 

  @
 
ノ
 
り
 
よ
 
る
 
き
 
で
 
現
 
表
 
で
 
形
 
(
7
)
 

 
 
 
 
を
男
 

と
 
こ
 
た
 
し
 
ジ
た
 

一
つ
 

メ
な
 

イ
に
 
・歌い方で少し 表現することができた 

・歌い方の工夫ができるとうになった 

  大切なところがわかり、 強弱をつけたりと エ 

夫 できたから 

・自分の感じたことを 歌にすることがわかった 

・気持ちを込めて 歌えるよ う になった 

  歌の雰囲気を 感じて、 それを伝えるための 歌 

い 方の工夫ができた 

タタ 



く 分析と考察 ノ 

① イメージに関する 変容 

事前アンケート 中間アンケート 一 事後アンケート 

イメージの捉え 方が イメージが膨らんだ イメージすることが 
    

わからない・・ 4 7. 2% 9@ 4 % わかった・・ 9 9% 

  

イメージしたことが 

表現できた，・ 8 8% 

  

② 表現に関する 変容 

事前アンケート 中間アンケート 事後アンケート 

イメージを広げ 歌う 」 レ このように表現したい 表現することがわかる 

意識していない ， り @ Ⅰ・ 4% 7 2 .@ 2@ % 8@ 9%   

し " Ⅰ " イ " イ " Ⅰ " イ " Ⅰ "1" イ " イ " イ " イ " フ " フ " フ " Ⅰ " Ⅰ " イ " Ⅰ " イ " ノ " ヲ " ィ " イ " イ " フ " Ⅰ " イ " イ   
    

  

  

  

          生徒が課題にそった 活動がしっかりできたこと、 イメージすることや 表現する 
; ことへの理解が 深まったと捉えたい。 

  

  

1  上記の結果から、 イメージすることや 表現することがわかる 上う になり、 イメー         
甘ジ したことが表現できろよ う になったことがうかがえる   

    
1 「， 1,1,1,1,1,1,I,J,I,J,I, 』， J,I,J,J,I,1,1,1,1, 「， 1,1,1,1,1, Ⅰ よ 

ノ 
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12 月 10 日 

  Ⅰ 月 lt 日 

12 月 lBH 

  
  

⑥上記の結果から、 徐々に意欲が 出てきているこ 

とがわかる。 

(2) 自分の声を感じながら 歌えましたか         

四も う 少し 努 カナ る 

  

  

晦 。 も う中 L 男ヵ す る 

⑨男女とも、 「よくできた」が 増えている。   

21 日は、 公開授業で緊張しただめ 女子の「で 

きた」が減っている。 

(3) 他の声部を聴きながら 歌えましたか。 

      
]2 月 @0 日 

目玉ヨ エ くできた 
11 月 14 且 Ⅰ。 舌た 

口 まあ まあ で さた 
1 Ⅰ 月 l88 臼 もう少し打力する 

口持がⅠ る 
12 月 2[ 日 
一     -- コ   

  

口 まあ まあ できた 

一
る
 

二
ヵ
 

そ
ね
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る
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ね
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に
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げ ) 表現を工夫しながら 歌 う ことができましたか。 く 分析と考察 ノ 

        
0  各 項とも授業が 進むに つ れ 、 「よくできた 
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11 月 l09 

1 Ⅰ 月 l4 Ⅰ 

12 月   1B 臼 
巨コ ' も j 少し打力する 

1 Ⅰ円囲 日 

  

て 歌 う 」は 、 日を追 う ごとに 上 ・ 弄 していて、 

この結果から 和声感が育Ⅰてきていると 考え 

る。 

0  学習の目的やその 流れをよく理解し、 意欲 

的に取り組んだと 思われる。 

  

プ "   

⑥男生徒は 、 「も う少 U 努力する」が 減った。 

女生徒の大半が「よくできた」 「できた」と 答 

えている 

(5) グループ活動に 積極的に取り 組みましたか 

  

    
      
        

@2 月 1o 甘 

¥2 月 l% 日 

  

12 月 loB 

12 月 1l 日 

      

取
 
も
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果
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目
に
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⑥わたしは、 この授業でイメージの 大切さを知 

りました。 考えれば考えるほどイメージはふく 

らんでいき、 友だちの意見や 先生の言葉一 つ一 

つが イメージとして、 私の心の中でふくらみま 

した 

最初は、 イメージって 何だろうとか、 悩んだ 

りもしたけど、 わかるとうになりました。 とて 

も楽しい授業ができました。   

⑥この授業を 通して、 私は、 自分の歌に対して 

気持ちが変わりました。 ただきれいに 歌おうと 

しか考えなかったけど、 授業を受けて、 歌 う と 

きにその歌のイメージを 持つこと、 聞き手にそ 

のイメージを 伝えることが 大切だということが 

わかりました。 美しく歌 う ことも大切だけど、 

表現して伝えることも 大切だということがわか 

りました。   

⑨僕たちは、 最初、 やる気がなかったみたいだ 

けど、 練習を続けている う ちに、 だんだんやる 

気になってきて、 がんはりました。 僕が難しか 

ったのは、 ト音記号とか 長調とかの問題です。 

音符はもっとがん ば らなくちや、 と思いました 

発表の時、 歌では緊張してしまって 大きな声 

  は 出せなかったけど、 昔の大小、 ハーモニ一な 

どを気をつけました。 僕は、 授業でやる気がな 

くては、 何にもできない、 自分が気をつけて 頑 

張らなくてはいけないと 思いました。 どんなに 

自分が下手でも、 精一杯心を込めて 伝えたいこ 

とを歌えば、 かならず伝わると 思いました。 そ 

して、 歌は、 自分のイメージをふくらませて 聴 

かなければ楽しくないと   思いました。 
  @    一 " 一 " - " 一 " 一 " 一 " - " 一 " - " 一 " - " - " - " -" " """" " - " "- " 一 " 一 " 1 " - " "1 " 一 " 一 " 一 " - " 一 

⑨ 今 まて   音楽の授業はただ 歌詞を覚えて 大き 

い声で歌っていればいいと 思ってい、 た 。 今度の 

授業では、 イメージをふくらませ 班に分かれて 

絵を描いてみた。 そして、 絵を頭に浮かべて 歌 

った‥そしたら、 みんな大きな 声できれいに 歌 

っていだ。 私は、 これが l イメージして 歌引 

なんだと思った ，これまでと 違ってとても 楽し 

く 歌えた       
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Ⅶ 研究の成果と 課題 

へ 

Ⅰ " 

]  研究の成果 

; イメージした 二とが伝わる 表現をしょう - を 

目標に置き、 研究を進め次のような 成果を得た 

(1) 生徒一人一人が、 イメージすることや 表現す 

ることに関心を 持ち、 意欲的に活動するように 

なった． 

色 ) ふくらんだイメージをクラス 全体で共有化し、 

自分だちの表現として 生き生きとした 合唱 ィギ り 

に取り組むことができた。 

( 綴 学習の課題を 認識して、 見通しを持って 取り 

組む生徒が増えた。 

(4) 生き生きとした 表現力を育成するだめの 指導 

方法について、 研究を深めることができた   

2  今後の課題 

今回の研究を 通して、 生徒が自分の 思いを表現 

ずる活動に関心を 持ち、 意欲的に取り 組むように 

なりた． さらに次の三点について、 今後の課題と 

して研究を深めて 行 ぎたい。 

(1) 合唱指導における 基礎・墓木の 充実 

㏄ ) 和声感・ 読譜 力を高めるための 教材の精選 

(3) 情意面の評価の 在り方 

おわりに 

この 6 ケ 月間、 合唱指導の工夫について 研究を進 

めてきました。 研究を通して、 本研究のテーマであ 

る「イメージした 二とを表現する」ことの 難しさを 

痛感ずるとともに、 自らの研究紀要作成で モ ，、 表現 

することが如何に 大変かを思い 知らされました。 日 

頃 の．勉強不足を 反省するとともに、 研究の大切さを 

再認識いたしました。 このような意味でも、 大変貴 

重で充実した 時間を過ごさせていただいたと 思いま 

す 。 

この有意義な 研究の機会を 与えて下さいました 前 

浦西 中学校長真柴田義勝先生、 浦添市教育委員会友 

び 関係機関の皆様、 並びに、 快く送り出してくださ 

っ だ 西平年 祐 校長先生をはじめ 浦 百中学校の先生方、 

同期研究員の 諸先生方に深く 感謝申し上げよ ず 。 

最後になりましたが、 研究を進めるにあ たりへ懇 

切丁寧にご指導いただきました 研究所の新城 英 侍所 

長、 池田博 暁 係長、 営 間 正和指導主事、 所員の皆様 

に 心より感謝申し 上げます。 
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